
営農
トレンド
「営農」に関わるトレンドを

営農アドバイザーや担当者がご紹介

CO2などの排出削減・吸収量（Ｊ-クレジット）

営農販売部 営農課
水稲トップ営農指導員
さいとう   かつとし

齊藤 勝俊
営農販売部 特販課
さの   　けいた

佐野 啓太

環
境
負
荷
軽
減
に
向
け
た

「
Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
」の
ご
紹
介

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

直
売
所
・
産
直
市

出
荷
会
員
募
集
の
ご
案
内

　

今
回
は
、農
林
水
産
省
が
進
め
る
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト（
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
効
果
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
と

し
て
売
買
で
き
る
仕
組
み
）の
拡
大
に
向
け
た「
J
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

当
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
か
直
売
所
な
ど
で
は
、店
舗
ご
と
に
出
荷
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。丹
精
込
め
て
作
っ
た
農
産
物
を
ぜ
ひ
出
荷
し
ま
せ
ん
か
？

　

当
Ｊ
Ａ
に
は
、管
内
８
地
区
に
30
以
上
の
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
直
売
所
・
産
直
市
が
あ
り
ま
す
。

　

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
は
、出
荷
会
員
の

生
き
が
い
づ
く
り
や
農
業
所
得
の
増
大
に
貢
献
す
る
と

同
時
に
、地
元
農
産
物
・
加
工
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
地
域

農
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

■
出
荷
対
象
者

　

当
Ｊ
Ａ
組
合
員（
新
規
加
入
可
）

■
出
荷
で
き
る
商
品

　

会
員
が
自
ら
生
産
・
製
造
し
た
農
産
物
・
加
工
品
な
ど

※
他
か
ら
買
い
取
っ
た
も
の
や
、仕
入
れ
た
も
の
は
出
荷

　

で
き
ま
せ
ん
。

※
農
産
物
の
販
売
に
あ
た
り
、農
薬
使
用
な
ど
の
生
産
履

　

歴
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
加
工
品
を
出
荷
さ
れ
る
場
合
、保
健
所
の
営
業
許
可

　

証
の
写
し
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、

お
住
ま
い
の
地
区
の
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
、ま
た
は

各
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
へ
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

みどりの食料

システム戦略
の実現へ たくさんの

出荷を

お待ちして
います

■
Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
と
は

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入

や
適
切
な
森
林
管
理
な
ど
に
よ
り
削
減
・
吸
収
さ
れ
た

温
室
効
果
ガ
ス
の
量
を「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」と
し
て
国
が
認

証
・
運
営
す
る
制
度
で
す
。
脱
炭
素
化
を
め
ぐ
る
課
題
解

決
に
向
け
、温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
効
果
を
売
買

で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

　
「
Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
」創
出
者（
中
小
企
業
、農
業
者
、森

林
所
有
者
、地
方
自
治
体
な
ど
）は
、省
エ
ネ
設
備
の
導

入
な
ど
に
よ
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低
減
や
、企
業
な

ど
に「
Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
」を
売
却
す
る
こ
と
で
売
却
益
を

得
て
、投
資
費
用
の
回
収
や
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
投
資
に
活

用
で
き
ま
す
。

　
「
Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
」購
入
者（
大
企
業
、中
小
企
業
、地

方
自
治
体
な
ど
）の
メ
リ
ッ
ト
は
、自
社
努
力
だ
け
で
は

C
O
2
の
削
減
が
で
き
な
い
分
を「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」の
購
入

に
よ
っ
て
オ
フ
セ
ッ
ト（
埋
め
合
わ
せ
）す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
、省
エ
ネ
活
動
を
後
押
し
す
る
こ
と
で
環
境
貢
献

企
業
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
効
果
な
ど
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
水
稲
栽
培
で
の
取
り
組
み
方
法

　

農
林
水
産
省
が
、み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
基

づ
き
、「
Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
」を
活
用
し
た
温
室
効
果

TOPICS 1 出荷会員の募集TOPICS ２ 温室効果ガス削減へ

ガ
ス
削
減
の
取
り
組
み
に「
水
稲
栽
培
に
お
け
る
中
干
し

期
間
の
延
長
」が
あ
り
ま
す
。

　

水
田
で
は
潅
水
に
よ
っ
て
地
中
の
メ
タ
ン
菌
が
活
性
化

し
、メ
タ
ン
ガ
ス
が
発
生
し
ま
す
。
水
田
か
ら
水
を
抜
く

こ
と
で
ガ
ス
の
発
生
を
抑
え
ら
れ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
水
稲
の
中
干
し
を
延
長
す
る
こ
と
で
地
球
温
暖

化
に
影
響
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
の
排
出
量
が
減
り
、水
稲
生

産
者
は
、そ
の
温
暖
化
対
策
の
成
果
を
企
業
に
売
る
こ
と

（
＝「
Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
」の
売
却
）に
よ
っ
て
追
加
収
入
を

得
ら
れ
ま
す
。
金
額
は
地
域
に
よ
っ
て
算
出
係
数
が
あ

り
、削
減
量
も
異
な
り
相
対
取
引
が
基
本
と
な
る
た
め
、

取
引
金
額
は
流
動
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、米
の
品
種
に
よ
っ
て
は
中
干
し
の
延
長
に
よ

り
品
質
低
下
な
ど
の
懸
念
事
項
も
あ
り
ま
す
。
県
試
験

場
の
結
果
で
は
14
日
程
度
ま
で
は
影
響
が
な
い
と
の
結

果
も
あ
り
ま
す
が
、ほ
場
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
の
で
取
り
組
み
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
併
せ
て
、過

去
２
年
間
の
中
干
し
期
間
記
録
な
ど
の
事
前
準
備
と
、Ｊ

Ａ
が
案
内
す
る
事
業
者
と
の
手
続
き
も
必
要
で
す
。

　

取
り
組
み
を
検
討
さ
れ
て
い
る
地
域
や
生
産
者
の
皆

さ
ま
は
事
前
に
営
農
販
売
部 

営
農
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。（
電
話 

０
５
５
ー
９
５
７
ー
８
０
３
２
）

つ
く
る
ひ
と

つ
か
う
ひ
と

温室効果ガスの排出削減または吸収量の増加につながる事業の実施

つくるひと

Ｊ-クレジット創出者

資金循環
目的達成、CSR（企業の社会的責任）活動、カーボン・オフセット

■ 省エネ設備の導入（燃料転換、高効率化） ●ボイラーの導入● 照明設備の導入
■ 再生可能エネルギーの導入 ● 太陽光発電設備の導入
■ 適切な森林管理 ● 植林・伐採など

Ｊ-クレジットの
売却

資金

珍しい野菜が
できたから

出荷してみたい！

丹精込めて
作った農産物を、
多くの人に

食べてもらいたい！

ファーマーズマーケットへの
出荷を通じて農業所得の増大を図りたい！

（中小企業、農業者、森林所有者、地方自治体など）

つかうひと

Ｊ-クレジット購入者（大企業、中小企業、地方自治体など）

朝採りの新鮮野菜や手作りの加工品、花・苗もの、
総菜など、生産者自慢の逸品が並ぶ

■ 低炭素社会実現計画の目標達成 ■カーボン・オフセット ■温対法・省エネ法の報告
■ SHIFT事業（工場・事業場における先導的な脱炭素化取組推進事業）

各ファーマーズ
マーケットは
こちら
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